
活動名 ウォークラリー（ＷＲ）

概　要 交差点や分岐点だけを記載したコース図（コマ
図）をたよりに問題を解きながらコースを回り，
得点やタイムを競います。

時　期 通年（降雪時不可） 所要時間 １～３時間 人　数 １グループ８人以下が目
安

活動の持つ
効果（特質）

①グループで活動することにより，協調性を育む。
②やり遂げた達成感を味わう。
③問題を解くことの楽しさを味わう。

準備物 青少年自然の家で貸し出すもの 団体・個人で準備するもの
①コース図（コマ図）
②集計表
③解答
④熊よけ用ベル
⑤ゼッケン
⑥机・いす（本部用）
⑦ストップウォッチ（本部用）
⑧無線機（連絡用）

□筆記用具
□時計
□虫除けスプレー
□雨具（かっぱ）

手　順 ①活動の30分前までに，団体の担当者と自然の家職員との打合せを行います。
②引率者が危険箇所等に配置します。
③自然の家職員が，参加者に活動方法やルールを説明します。
④実際に活動を開始します。
⑤終了後，採点・集計します。

留意点 ①スタート・ゴールの本部設置用の机，いすは必要に応じてオリエンテーション室に
　あるものを使います。
②グループでスタート，ゴールします。
③ゲーム中に，他のグループに付いていったり，教え合ったりしてはいけません。
④体調を崩したり棄権（リタイヤ）したりするときは本部まで戻ります（戻れないと
　きは，近くにいる先生に相談します）。

活動例 ●規定時間（通例80分ですが，団体独自に設定しても構いません）を目安に，スター
　ト・ゴールし，問題得点と時間得点（超過時間毎に減点）の合計で競います。
●参加者の実態に合わせて，規定時間・設問を変えても問題ありません。
①グループ毎に，時間差（３分～５分間隔）を設けて順に，エントランスゲートから
　スタートしていきます。規定時間は参加者には教えません。
②コース図中の１番のコマ図から読み進んでいきます。
③コース図中のコマ図に従って進んでいき，最後にゴールします。
　・問題得点…１問10点，10問で合計100点
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　・時間得点…規定時間より，早すぎても遅すぎても，１分毎に１点減点
※　コース図の読み方

・それぞれのコマ図における●印は，自分の位置を示しています。
・それぞれのコマ図における→印は，進行方向を示しています。
・“CP1”や“CP2”はチェックポイントを示し，そのコマ図中に，問題を解くヒ
　ントがあります。
・コース図では，上が北とは限りません。
・それぞれのコマ図に距離は示していません。交差点と地図記号を頼りに，現在位
　置を確認しながら進みます。
・もしも道が分からなくなったら，元の分かるところまで戻るよう指導します。

コース図（コマ図）の見本
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